
 
 

３ 一般行政（DX）、福祉、心理、設備、設備（警察）、総合土木、建築、化学、 

農業、林業、薬剤師、獣医師、保健師 

 

 別添の資料やあなたが日頃感じている社会に対する問題意識などを踏まえ、災害に強い埼

玉県を構築し、県民などの安心・安全を守っていくために、あなたが重要であると考える課

題とその理由を論じるとともに、その課題に対し行政としてどのような解決策を行うことが

できるかを、９００字以上１，１００字以内で論じなさい。 

  



 
 

【資料１】全国及び一都三県の自然災害の状況 

単位 百万円 順位 か所 順位 か所 順位 回 順位

全 国 1,241,738 10,612             2,418               1,714               

埼 玉 県 7,437               20  133                 22  162                 5   74                  17  
千 葉 県 121,410            4   158                 17  - 22  148                 9   
東 京 都 2,273               27  192                 12  90                  8   148                 9   
神 奈 川 県 34,041             9   152                 20  512                 2   69                  18  

①自然災害による
被害総額

➁河川被害
発生か所数

③崖くずれ
発生か所数

④震度1以上
地震観測回数

（出典）総務省消防庁「消防白書」、気象庁「地震・火山月報（防災編）」に基づき埼玉県が作成した「統 

    計からみた埼玉県のすがた 2022 年版」を加工して作成。 

（備考）１．「順位」は、４７都道府県における順位を示している。 

    ２．①～③は令和元年、④は令和２年が調査期間。 

 

【資料２】令和元年度に発生した台風１９号による県内被害状況 

 

（出典）埼玉県「庁議資料」（令和元年 11 月 25 日）を加工して作成。 



 
 

【資料３】埼玉県の地域別高齢化率（平成 27 年） 

 

（出典）総務省「国勢調査」に基づき埼玉県が作成した「第２期埼玉県まち・ひと・しごと創生総合戦略 

    （令和２～６年度）」 

（備考）「高齢化率」とは、総人口に占める 65 歳以上人口の割合をいう。 

  



 
 

【資料４】大地震に備えた自助（自分の命は自分で守る）の取組を進める上で、必要な 

     支援 

 

（出典）埼玉県「令和４年度埼玉県政世論調査報告書」 

（備考）１．「あなたは、今後どのような支援があれば、大地震に備えた自助（自分の命は自分で守る） 

     の取組を進めやすいと思いますか。あてはまるものをすべて選んでください。」の問いに対し、 

     回答した者の割合。 

    ２．調査手法として、令和元年度までは調査員による「個別面接聴取法」で実施されていたが、 

     令和２年度から「郵送法（郵送配布、郵送返送・インターネット回収併用）」に変更した。 


